
福島商工会議所
LINE公式アカウント

経営に役立つさまざまな情報をタイムリーに
発信しています。ぜひご登録をお願いします。

会員事業所応援表彰制度
｢福エール賞｣受賞企業が決定

足腰の強い「健都ふくしま」を目指して
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アクサ生命保険株式会社　郡山支社　福島営業所
〒���-����　福島市三河南町１-�� コラッセふくしま８階　TEL���-���-����

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度
でサポー卜しています。
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Topics & Report

Information

持続可能なまちづくりに向けて
福島商工会議所 副会頭　後藤　忠久［寄　　稿］ ８

ふくしまの夢追い人　第５回
株式会社レパコ　代表取締役社長　佐藤　純啓 さん［夢 追 人］ ７

令和４年福島県沖大地震お見舞い［緊急特集］ ２

会員事業所応援表彰制度
「福エール賞」受賞企業が決定［ 特 集 ］ ４

相馬・米沢広域観光情報［東北中央自動車道がつなぐ］ 16

ロゴマーク「圓」に込められた想い
令和４年度青年部 会長あいさつ［女性会　圓

まどか

・青年部トピックス］ 15

３月事業実施報告［会議所のうごき］ 14

小規模事業者持続化補助金がリニューアル［こちら中小企業相談所］ 12

職場のかんたんメンタルヘルス［連　　載］ 13

令和４年度当所事業計画のご紹介［事業計画］ 10

今月の表紙：福エール賞受賞企業「株式会社レパコ」
　福島商工会議所の会報誌は令和４年度も頑張る企業を応援します。
　今月は株式会社レパコが運営する町庭坂の「エッグファーム」。
　美味しい素材にこだわった結果、こだわり抜いた「たまご」を自給することになり
ました。鶏たちが平飼い鶏舎をのびのびと動き回り、新鮮なたまごを産んでいます。

株式会社レパコ
　福島市下鳥渡字八幡塚２- ３ ℡024-545-3704　https://www.repaco.com

春の観光シーズンを福島商工会議所が盛り上げます［春のお出かけ］ ３

表２

お問合せ　福島商工会議所 総合企画課　　電話024−572−7117

　若隆景関の優勝に刺激を受けて幕内の若元春関、幕下の若隆元も力強い相撲でファンを沸かせています。
　三兄弟で史上初の同時関取を目指す大波三兄弟を応援する後援会では会員を募集中です。ふるさと福島から熱
いエールを送りませんか。入会をお待ちしております。

　福島市出身の関脇 若隆景関が大相撲令和４年三月場所で優勝し、全国に感動と勇気を与えました。
　新関脇として臨んだ三月場所は順調に白星を積み重ね、千秋楽の優勝決定戦で劇的な勝利を勝ち取りました。
　３月27日の千秋楽、福島駅西口の「ふくしまエールビジョン」前で行われたパブリックビューイングでは、大相
撲大波三兄弟福島後援会の渡邊博美会長（福島商工会議所会頭）や木幡浩市長をはじめ多くの会員や市民、約200
名が集まって熱い声援を送り、歓びを分かち合いました。

○会員特典
　・本場所番付表の送付　　・入会時の記念品送付
　・日本相撲協会大相撲カレンダーの送付（年１回）
　・巡業場所ツアーのご案内（適時）　・グッズ販売のご案内（随時）
○入会方法
入会をご希望の方は下記事務局に入会申込書の送付をお申し付け
いただくか、当所ホームページからダウンロードして事務局まで
郵送もしくはFAXで送付願います。同時に入会金と年会費をお振
込願います。
○年会費
　入会金　5,000円
　年会費　［個人］１口１万円以上　［法人・団体］１口３万円以上
　　　　　　※年会費は何口でも加入できます。
○寄付金　入会を行わずに寄付をすることができます。
○事務局
　福島商工会議所　総務課　福島市三河南町1-20
　　TEL 024-572-7115（直通）　FAX 024-525-3566
　ちゃんこ若葉山　福島市方木田字稲荷塚36-２
　　FAX 024-563-5133

関脇 若隆景関 優勝祝 新関脇では86年ぶり、
福島県出身力士では50年ぶり

大相撲大波三兄弟福島後援会　会員募集中

福島商工会議所は販路開拓を支援します 毎月 4,500部発行

所報ふくしまに広告を掲載しませんか？
～事業所のPRにご利用ください～

このサイズで価格は２万円／月（税込）　ハーフサイズ（１万円）も５月号から掲載OK!!

・�広告を出したことが無くてどうしたらよいか不安、そんな場合もお任せください。イメージを
ご相談しながら版を制作します。
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春の観光シーズン

春の観光シーズンを福島商工会議所がおもてなし

食でおもてなし　優待お食事券事業「春のランチで食うポン」
　通常1,000円超の特別メニューが税込1,000円で食べられます。
　今回から「食うポンランチをお願いします！」と注文するだけでサービスが受けられる
ようになります。パンフやスマホの提示は不要です。
実施期間　４月１日（金）〜５月31日（火）
参加店舗　51店舗（新規店２店）
　　　　　�３月16日の地震の影響でご利用できない場合もございます。来店前にホーム

ページ等でご確認ください。
　　　　　※ディナータイムでの使用可能店舗：20店
○�パンフレットが冊子形式にリニューアル。文字と写真が大きくなって見やすくなりました。
○参加店舗はのぼり旗が目印です。
○参加店舗ごとに現金または非接触型決済の利用が可能です。
○スタンプラリー「ランチdeラリー」も実施します。
［お問合せ］　福島商工会議所地域振興課　℡�024−572−7118

にぎわう街なかへ　春のふくしま　まちなかイベント情報

４月30日（土）
福島駅前通り

［主催］
ふくしま情熱通り実行
委員会
℡�080−3144−3190

軽音天国

４月下旬（予定）
エスタビル地下１階

［お問合せ］
福島市商工業振興課
℡�024−525−3720

新街なか交流館
オープン

５月15日（日）
東口駅前広場

［お問合せ］
ドラキュラロック
フェスタ実行委員会
℡�080−3145−9559

ドラキュラロック
フェスタ福島

４月３日（日）　10〜16時
駅前通り・歩行者天国

子ども遊園地や花見山か
らの切り花をプレゼント。
生産者による野菜直売な
どを実施。
［お問合せ］
福島商工会議所地域振興課
℡�024−572−7118

Fukushimaハルフェス
inえきまえ2022

今月号に同封しました

　待ちに待った春の到来です。福島商工会議所は、花と食で市内外から訪れるお客様をおもてなし。
また、駅前通りではイベントも開催されます。
　お出掛けの際は、最新情報を当所ホームページ等でチェックし、新型コロナウイルス感染症対策
に従ってください。 福島商工会議所

ホームページ

花でおもてなし　福島駅周辺を花で彩ります　３月29日（火）〜４月28日（木）

花見山の花木（桜、桃、レンギョウ、
ボケ、ハクシン他）で東口駅前広場
の花時計の左右にモニュメントを設
置します。

福島駅東口駅前広場に
花のモニュメント
“ミニ花見山”を設置

花ももの木プランター約80鉢と切
り花40鉢で古関裕而ストリートを
彩ります。

古関裕而ストリート
（駅前通り〜レンガ通り）への
花ももの木・花見山の切り花設置

福島駅東口・西口駅前広場を花見山
の切り花で装飾します。

福島駅東口・西口駅前広場への
花見山の切り花設置
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地震お見舞い
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困
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口
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３
月
17
日
に
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置
し
ま
し
た
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運
転
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ま
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備
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こ
と
を
は
じ
め
、
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ま
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営
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に
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て
お
り
ま
す
。

　
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
当
所
中
小

企
業
相
談
所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
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談
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特
別
相
談
窓
口
の
開
設
を
知
ら
せ
る
渡
邊
会
頭

１．対象者
　　災害により被害のあった中小企業・小規模事業者

２．制度内容
国民生活事業 中小企業事業

融資限度額 ３千万円（※１） １億５千万円（別枠）

融資期間
（うち据置期間）

10年以内（２年以内）（※２）

金利（※３） 1.22% 1.07%
※１　国民生活事業の融資限度額は、各融資制度に上乗せされる金額です
※２　�国民生活事業においては、一般貸付を適用した場合の融資期間（うち

据置期間）です。中小企業事業の設備資金においては、融資期間15年
以内（うち据置期間２年以内）です

※３　いずれも令和４年３月１日現在、貸付期間５年の場合

詳
し
く
は
巻
末
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



「福エール賞」受賞事業所
   事業所名・店名・所在地等 受賞理由

1
㈱吾妻山麓醸造所
食品製造・販売
桜本字梨子沢4-2
024-563-5057

・福島市初のワイナリーとしてオープン。福島市の果実を使ったワ
インの生産を進めるとともに、ワインを通して福島市の復興にも
意欲的に取り組んでいます。

2

FAシンカテクノロジー㈱
製造業
(一般産業用機械・装置業)
渡利字岩崎町102-7
024-522-5440

・東北唯一のはんだ装置製造企業として「他社に負けない秀でた
技術力」を有し、アフターコロナを見据えた設備投資を行うメー
カーの要求にも広く対応し、自社の強みを存分に生かしていま
す。

3
㈱笑夢
飲食業
大町2-35 サトウビル2階
024-522-1841

・スパイスカレー専門店としてレトルトカレーの開発や、コロナ禍に
もかかわらず他県へ進出して多角的な経営戦略を行っています。

・令和3年度、日本のカレー文化に貢献したお店を表彰する「ジャパ
ンカレーアワード」の「メインアワード」を受賞しました。

4
㈲シーリン
飲食業
栄町1-1 エスパル福島1階
024-597-8883

・福島駅ビルへ出店し、長年培ってきた技術やノウハウ、ネームバ
リューを活かした経営を続けているほか、当所の支援事業等を活
用し、県内企業と連携して新製品開発に取り組むなどさらなる成
長戦略にも積極的に取り組んでいます。

5
㈲玉山畳店
畳製造業
宮下町18-12
024-534-2440

・業界を取り巻く業況が厳しい中、当所の各種支援事業を活用しな
がら社長自ら商品開発から営業活動などに取り組み、その活動や
製品がマスコミでも取り上げられています。

・来年（2023年）、創業100周年を迎えます。

6
㈱フォーカス(佐蔵農園)
広告サービス業
須川町5-43
024-563-7990

・農業という新たな分野へ進出し、映像やECサイトの構築など本
業を活かした6次化に取り組むとともに、周辺農家や大学等と連
携し、農業による地方創生の実現に向けた取り組みを進めていま
す。

7

ブライダルギャラリー
SACHIKO
サービス業(貸衣裳ほか)
野田町字道端76
024-555-1101

・貸衣裳業を営むとともに、社交ダンススクールの開講や和服のリ
メイク事業、福島市の文化財を活用した小物等の制作・販売事業
に取り組むなど、多角的な経営を実施しています。

・社交ダンス全国大会優勝経験を有する次男がダンス教室を主宰
し、県内での指導依頼も増えているなど、今後のさらなる発展が
期待できます。

8
プリン工房はちまん
食品製造・販売業
森合字中谷地9-31
024-557-0555

・「素材にこだわり優しさをプラスしたプリン」をキャッチフレーズに
した販売を行って多くの支持を集めています。

・当所伴走型支援事業「スイーツブラッシュアップ事業」に参加する
など、売上アップや販路開拓等について積極的に取り組んでいま
す。

9
㈲油井海草店
海産物小売業
北五老内町1-12
024-534-3926

・当所の支援事業を活かしながら、福島市内でも数少ない海草専
門店としての魅力を伸ばすとともに、実店舗の改善からWEBの
導入など営業革新にも積極的に取り組んで効果を挙げていま
す。

10
㈱レパコ
飲食業
下鳥渡字八幡塚2-3
024-545-3704

・「材料にこだわる」経営理念の下、より高品質な材料を求めるた
め、製造業でありながら養鶏業に取り組み、「フルーツエッグ」の
製造販売を実現しました。

・地元果樹農家やワイン醸造所等の協力のもと、餌の醸造を行っ
て地域循環を構築し、「フルーツ王国ふくしま」の全国発信にも貢
献しています。

5

「福エール賞」を受賞された各社の代表

(前列左から)玉山畳店・玉山雅也社長、
㈱フォーカス･三津間謙一社長、FAシ
ンカテクノロジー㈱･山口薫社長、ブラ
イダルギャラリーSACHIKO･河原田薫
代表、当所･渡邊博美会頭、同中小企
業振興委員会･大和田知昭委員長、㈱
吾妻山麓醸造所･横山泰仁社長、㈲油
井海草店･藤田直史氏、㈱レパコ･佐藤
純啓社長

　福島商工会議所では、様々なご努力を重ねながら業績を上げられ
ている会員事業所を顕彰する｢福エール賞｣を令和３年度に創設し、
10社の受賞が決定しました。
　先行き不透明な情勢下でも自社の強みを磨き、業績に好影響《福》
をもたらしている企業のプロフィールをご紹介します。

会員事業所応援表彰制度
｢福エール賞｣受賞企業が決定

　
福
島
商
工
会
議
所
で
は
、⾃
社
の
強
み
や

経
営
資
源
を
活
か
し
、新
た
な
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
等
を
開
発
す
る
な
ど
で
努
力
を
重
ね
、

業
績
に
好
影
響《
福
》を
も
た
ら
し
て
い
る

事
業
所
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
会
員
企
業
の

経
営
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

会
員
事
業
所
応
援
表
彰
制
度「
福
エ
ー
ル

賞
」を
令
和
３
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。

特 集

１
．
表
彰
対
象

⾃
社
の
強
み
や
経
営
資
源（
ヒ
ト
、モ
ノ
等
）

を
活
か
し
た
り
、
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
等
を
開
発
、
ま
た
は
開
発
に
挑
戦
す
る

こ
と
な
ど
で
業
績
に
好
影
響《
福
》を
も
た

ら
し
て
い
る
事
業
所
。

（
福
島
商
工
会
議
所
で
実
施
し
て
い
る
各
種

支
援
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
事

業
所
は
審
査
の
際
に
加
点
）

２
．
応
募
方
法
お
よ
び
審
査
方
法
　

福
島
商
工
会
議
所
議
員
事
業
所
や
役
職
員

等
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
対
象
事
業
所
を
選

出
し
、
当
所
中
小
企
業
振
興
委
員
会
に
設

置
し
た
選
任
委
員
会
で
受
賞
事
業
所
を
決

定
し
ま
し
た
。

３
．
応
募
期
間　

令
和
３
年
11
月
１
日
～
12
月
15
日

４
．
応
募
並
び
に
選
出
事
業
所

応
募
事
業
所
数
　
10
社

[内
訳
]飲
食
業
３
社
・
製
造
業
４
社
・

サ
ー
ビ
ス
業
２
社
・
小
売
業
１
社

５
．
受
賞
事
業
所
な
ら
び
に
受
賞
理
由

5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

６
．
受
賞
特
典

・
表
彰
盾
と
チ
ラ
シ
や
名
刺
等
に
使
用
可

能
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
進
呈

・
表
彰
式（
令
和
4
年
３
月
28
日
）を
開
催

・
当
所
の
所
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
積
極

的
な
広
報
を
実
施

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、「
福
エ
ー
ル
賞
」を
受
賞

さ
れ
た
企
業
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
の
代
表
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、経
営
理
念
や
想
い
を
伺
う「
福
島
の
夢

追
い
人
」を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

　
各
社
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
経
営
理

念
に
基
づ
い
て
⾃
社
の
強
み
を
徹
底
的
に

強
化
し
、
販
路
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
向
上
を

図
ろ
う
と
す
る
真
摯
な
取
り
組
み
で
す
。

　
さ
ら
に
、
当
所
の
支
援
制
度
を
は
じ
め

と
し
た
支
援
情
報
を
積
極
的
に
キ
ャ
ッ
チ

し
、経
営
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
新
た
な
顧
客
獲
得

だ
け
で
な
く
、
地
域
内
の
経
済
循
環
や
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

4
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福島の夢追い人

美
味
し
さ
は
い
い
材
料
か
ら

株
式
会
社
レ
パ
コ

代
表
取
締
役
社
長
　
佐
藤
　
純
啓�

さ
ん

創
業
40
周
年
の
挑
戦

　
１
９
８
１（
昭
和
56
）年
の
創
業
以
来
、「
皆

さ
ま
の
こ
こ
ろ
に
響
く
」お
菓
子
を
追
い
求
め

て
き
た
株
式
会
社
レ
パ
コ
。

　
福
島
県
内
は
も
と
よ
り
宮
城
、
山
形
、
新
潟

県
に
も
店
舗
を
構
え
て
ス
イ
ー
ツ
の
あ
る
幸
せ

な
ひ
と
時
を
お
客
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
材
料
に
こ
だ
わ
る
経
営
理
念
を
貫
き
、
菓
子

の
受
託
製
造
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
Ｐ

Ｂ
）製
品
の
比
率
も
上
昇
す
る
中
で
創
業
40
周

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
レ
パ
コ
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
を
さ
ら
に
探
求

し
、
強
化
し
た
い
―
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が

毎
日
１
千
個
以
上
を
使
用
す
る
卵
で
し
た
。

い
い
卵
は
い
い
鶏
か
ら

　
佐
藤
純
啓
社
長
を
は
じ
め
社
員
は
改
め
て

「
美
味
し
い
も
の
」を
定
義
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
い
い
卵
の
自
社
生
産
を
決
定
し
ま
す
。

　「
い
い
材
料
に
ま
さ
る
美
味
し
い
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
は
、
い
い
材
料
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
い
い
卵
で
す
。
い
い
卵
は
い
い

鶏
か
ら
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
い
い
鶏
に

た
ど
り
着
く
の
は
至
難
で
し
た
。
な
ら
ば『
自

ら
作
ろ
う
』と
行
き
着
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ

こ
か
ら
が
困
難
の
連
続
で
し
た
」（
佐
藤
社
長
）

　
ま
ず
は
、
い
い
鶏
に
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
も

ら
う
た
め
、
福
島
市
町
庭
坂
に
平
飼
い
飼
育
の
養

鶏
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
日
本
で
の
平
飼
い
飼
育

は
わ
ず
か
６
％
と
大
変
希
少
な
中
、
１
、２
０
０

羽
の
鶏
が
ス
ト
レ
ス
な
く
育
っ
て
い
ま
す
。

餌
に
福
島
の
こ
だ
わ
り
込
め
て

　
鶏
舎
を
訪
ね
た
３
月
16
日
。
春
の
暖
か
い
陽

射
し
が
降
り
注
ぎ
、
人
懐
っ
こ
い
鶏
が
取
材
を

待
っ
て
い
た
と
ば
か
り
に
駆
け
寄
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
元
気
の
源
が
、こ
だ
わ
り
の
餌（
え
さ
）

で
す
。

　
福
島
市
内
の
豆
腐
店
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
お
か

ら
、
ワ
イ
ン
醸
造
所
で
発
生
す
る
果
物
の
搾
り

か
す
、
果
樹
園
の
リ
ン
ゴ
や
モ
モ
、
米
ぬ
か
な

ど
を
地
域
経
済
の
循
環
に
共
感
し
た
提
供
先
の

協
力
を
得
て
調
達
し
、
酵
母
と
と
も
に
ブ
レ
ン

ド
し
て
い
ま
す
。

　
毎
日
40
㎏
に
の
ぼ
る
餌
を
食
べ
や
す
く
す
る

た
め
に
、
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
導
入
し
た

ほ
か
、
冷
凍
庫
も
設
置
す
る
な
ど
元
気
な
鶏
の

た
め
に
設
備
投
資
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
製
菓
業
と
循
環
型
養
鶏
業
の
両
立

は
全
国
各
地
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
好
事
例
と
し
て

も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

フ
ル
ー
ツ
エ
ッ
グ
、
誕
生

　
２
０
２
１（
令
和
３
）年
10
月
、
初
め
て
の
卵

が
産
み
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
島
の
フ
ル
ー
ツ
酵
母
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
、

愛情を込めて育てられる鶏たち

フルーツエッグが使われた美味しいスイーツ

福
島
の
夢
追
い
人

第
５
回
　

株
式
会
社
レ
パ
コ

福
島
市
下
鳥
渡
字
八
幡
塚

２
―
３

℡
０
２
４
―
５
４
５
―
３
７
０
４

※�

ご
紹
介
し
た
フ
ル
ー
ツ
エ
ッ
グ
は
本
店
の

ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
で

き
ま
す
。

吾
妻
山
麓
下
の
太
陽
を
浴
び
て
育
っ
た
卵
は

「
フ
ル
ー
ツ
エ
ッ
グ
」と
し
て
登
録
商
標
さ
れ
、

同
月
よ
り
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
１
個
80
円
の
卵
は
美
味
し
い
と
大
変
評
判
と

な
り
、
地
元
だ
け
で
な
く
東
京
圏
で
も
堅
調
な

売
上
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
パ
テ
ィ
シ
エ
か
ら
も「
フ
ル
ー
ツ

エ
ッ
グ
」を
使
う
と
さ
ら
に
美
味
し
い
お
菓
子

が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
好
評
で
す
。

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
強
化

　
こ
の
４
月
、
既
存
棟
に
隣
接
し
た
平
飼
い
鶏

舎
が
誕
生
し
、
鶏
は
２
、４
０
０
羽
近
く
に
増

え
ま
す
。

　
佐
藤
社
長
は
、「
フ
ル
ー
ツ
エ
ッ
グ
」が
同
社

ブ
ラ
ン
ド
に
さ
ら
な
る
厚
み
を
も
た
せ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
首
都
圏
な
ど
を
中
心
に
さ
ら
な
る
販

路
拡
大
を
目
指
す
ほ
か
、「
フ
ル
ー
ツ
エ
ッ
グ
」

を
使
っ
た
新
商
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
た
い

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
経
営
理
念
の
源
流
に
ま
で
遡
り
、
い
い
材
料

を
自
ら
作
っ
て
、
地
域
に
福
を
も
た
ら
そ
う
と

さ
ら
な
る
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

福島商工会議所
LINE 公式アカウント

福島商工会議所のSNS

経営支援、主催セミナー・イベントなど最新情報をお届けします
お問合せ／総合企画課 ℡024-572-7117

友だち募集中
@fukushima-cci

友だち追加はこちら⬇

ご相談く
ださい

選考を終えて

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、特
に観光産業や飲食業界に大きな打撃を与えておりま
す。コロナ特需と言われるようなごく一部の企業を
除き、我が国全体の経済環境、雇用環境が悪化して
いく中で、とりわけ中小企業を取り巻く環境はさらな
る厳しさを増しております。そして、追い打ちをかけ
るように、ロシア・ウクライナ戦争が勃発し、世界的
な混乱を招いています。
　こうした状況下において、このたびの「福エール賞」
を選考するにあたり、各企業をご推薦いただいた議
員事業所ならびに金融機関の皆様に感謝申し上げま
す。
　選考委員会では、私たちの故郷である福島の地に

使いこなそう、商工会議所
　当所では小規模事業者の経営課題に寄り添った

《伴走型支援》を展開しています。
　コロナ禍を乗り越えるための経営目標となる事業
計画の策定や実行、新たな販路開拓などの具体的な
支援策を当所経営指導員・専門家が寄り添いながら
支援します。
　どんなお悩みでも経営に関することならお気軽に
ご相談ください。

問／経営支援課　TEL５３6-３９００

根差した、福島になくてはならない素晴らしい中小
企業、そして躍動感にあふれた地域の発展を目指す
リーダー的企業を選考させていただく機会を得まし
て、大変光栄に思います。
　選考にあたっては特に次の観点を重視しました。
第一に、コロナ禍においても地元の食材にこだわり
新しい取り組みを積極的に取り入れて成功している
飲食業。第二に地方創生の取り組みとして、地域の
農産物を商品化することで６次化に成功している企
業。そして第三に、老舗事業所の承継者がこれまで
培ってきた「伝統的な商い」をベースに、新しい取り
組みを積極的に取り入れ、独自の商品、技術、サー
ビスを提供し、発展している企業です。
　また、これらの企業が展開しているＳＤＧｓへの取り
組みは、単なるブームではなく企業の持続的な発展
を支えていく経営戦略となります。
　今まさにこの福島の地で、既にある伝統的な商い
のノウハウを若い世代の承継者が新しい感覚、技術、
ノウハウで独自性かつ特色のある「オンリーワン企
業」に変化させていくことが求められています。
　それぞれの中小企業が成長し、故郷福島の発展の

「礎」となることを願っております。

中小企業振興委員会
委員長

大和田 知昭
（㈱大丸工務店 代表取締役）

中
小
企
業
の
発
展
を
支
援
し
ま
す

売上拡大

IT活用・デジタル化

計画策定

創　　業

事業継承

人材育成
ほかほか

6

特 集



9

まちづくり

　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
よ
り
、
具
体

的
に
は
、「
効
果
的
・
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
」「
治
安
維
持
」「
子
供
や
高
齢
者
の
見
守

り
」「
交
通
渋
滞
の
解
消
」「
災
害
対
策
」な
ど
の

効
果
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

３
．「
ま
ち
」を
再
生
す
る
た
め
に

　「
ま
ち
」の
再
生
を
す
る
た
め
に
、
地
域
の
特

性
や
実
状
を
反
映
さ
せ
る「
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
」の
ま
ち
づ
く
り
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
投
資
と
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
た
め「
公
民
共

創
ま
ち
づ
く
り
」が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」の
運
用
が
最
適
で

あ
る
と
と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」の
機
動

性
・
機
能
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
．「
ま
ち
づ
く
り
」の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

　「
ま
ち
づ
く
り
」の
主
導
的
な
役
割
を
公
民
連

携
の
推
進
組
織
で
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」が

担
い
、
利
益
追
求
よ
り
も
地
域
の
課
題
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」が
、

事
業
を
創
出
・
継
続
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、「
ま
ち
づ
く

り
会
社
」の
運
営
基
盤
の
強
化
が
急
務
と
な
り

ま
す
。
中
核
を
担
う
人
材
を
確
保
し
、
地
域

内
外
の「
応
援
団
」を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
民
間
に
リ
ス
ク
が
偏
在

し
な
い
よ
う
な
取
組
み
を
行
い
、
継
続
的
な

事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

「ローカルファースト」は未来の展望（まちづくりビジョン）を実現するために、
地域のみんなで共有するまちづくりの価値観
（本ページ掲載資料：日本商工会議所『民間主導のまち育て・再生実践マニュアル』）

５
．「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て

　「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」が
地
域
で
機
能
し
、
民

間
主
導
に
よ
る
公
民
共
創
ま
ち
づ
く
り
が
実

現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
地
域
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
藤
　
忠
久

　
昭
和
30
年
、
福
島
市
生
ま
れ
。
昭
和
53

年
３
月
、
法
政
大
学
卒
業
。
昭
和
53
年
４

月
、
㈱
後
藤
歯
科
商
店
入
社
。
平
成
２
年

６
月
、
同
・
代
表
取
締
役
就
任
。
平
成
19

年
11
月
か
ら
福
島
商
工
会
議
所
副
会
頭

詳しくはHPで！

福島営業店　℡ 024‒526‒1530

金融機関による
モニタリングがあります。

新型コロナウイルスの影響を受けている中小企業者の皆さまの資金繰りをサポートします！

伴走支援型特別資金伴走支援型特別資金福島県緊急
　経済対策資金

・経営行動に係る計画が必要です。
・売上減少に係る市町村長の認定や所定の
　要件確認書が必要です。

のご案内

制 

度 

概 

要

● 保証料率　　SN：0.20％、一般：1.15～0.20％（お客様負担分※）
● 貸付限度額　6,000万円
● 貸付期間　　10年以内（据置5年以内）
● 貸付利率　　年1.5％（固定）

（※SN、一般ともに国による保証
料補助があることから、融資時の
お客様負担が軽減されています。）

地域の課題解決を図るには継続的な仕組みが必要

8

まちづくり

　
先
月
号
か
ら
２
回
に
わ
け
て
、
日
本
商
工

会
議
所
ま
ち
づ
く
り
・
農
林
水
産
資
源
活
用

専
門
委
員
会
の
委
員
を
務
め
る
後
藤
忠
久
副

会
頭
が
考
察
す
る「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
」を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
前
編
で
は
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
必
要

性
」と「
民
間
主
導
に
よ
る〝
公
民
共
創
の
ま
ち

づ
く
り
〟」を
提
唱
し
ま
し
た
。（
前
回
の
内
容

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）�

◀

　
後
編
で
は
、
ま
ち
の
再
生

に
必
要
な
視
点
を
考
察
し

ま
す
。

１
．
こ
れ
か
ら
の「
ま
ち
づ
く
り
」

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
の「
ま
ち
づ
く
り
」と
し

て「
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」の
ま
ち
づ
く
り

を
提
案
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の「
ま
ち
づ
く
り
」の

３
要
素
と
し
て

１
．�「
コ
ン
パ
ク
ト
」（
自
動
車
中
心
か
ら
歩
行

者
中
心
の「
ま
ち
」へ
の
転
換
）

２
．�「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
」（
居
心
地
が
良
く
歩
き

た
く
な
る「
ま
ち
」の
創
出
）

福
島
商
工
会
議
所�
副
会
頭
　
後
藤
　
忠
久

　
次
に
、「
ま
ち
な
か
再
生
」に
向
け
て
強
化

す
べ
き
政
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整

備
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た「
生

活
の
質
の
向
上
」「
新
た
な
価
値
の
向
上
」を
目

指
し
て
、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」の
実
現
が
重

要
で
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
技
術
を「
ま
ち
」が
直
面
す
る

様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
活
用
し
て
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、「
地
域
全
体
の
最
適
化
」

が
図
ら
れ
る
よ
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
．�「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」（
維
持
・
持
続
が
可
能

な「
ま
ち
づ
く
り
」）

を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
コ
ン
パ
ク
ト
」に
つ
い
て
は
、
単
に「
コ
ン

パ
ク
ト
」な「
ま
ち
」で
は
な
く
、「
コ
ン
パ
ク

ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ
る
都
市

構
造
の
形
成
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
立
地
適
正
化
計
画
や
地
域

公
共
交
通
網
形
成
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

２
． 「
ま
ち
な
か
再
生
」に
向
け
て

強
化
す
べ
き
政
策

　「
ま
ち
」が
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
ら
な
い

た
め
に
は
、「
低
未
利
用
不
動
産
問
題
」へ
の

対
応
が
重
要
で
す
。

　
低
未
利
用
不
動
産
を
放
置
す
れ
ば
、「
ま
ち

の
魅
力
の
喪
失
」や「
人
口
流
出
の
加
速
」、「
ま

ち
の
価
値
の
低
下
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
低
未
利
用
不
動
産
の
活

用
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、「
権
利
面
の
複
雑
さ
」や「
莫
大
な
調
査

費
用
」、「
区
画
問
題
の
制
約
」等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
地
域
に
と
っ
て
は
、
低
未
利
用
不
動
産
の

面
的
整
理
の
早
期
か
つ
簡
便
な
処
理
が
望
ま

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は「
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
の

制
度
化
」が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
は
採
算
性
の
低
い
土
地
・

建
物
を
公
共
性
・
透
明
性
を
担
保
し
な
が
ら

取
り
扱
う
た
め
、
自
治
体
の
関
与
に
よ
る
公

共
的
な
位
置
付
け
の
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

寄�稿

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

＝
後
編
＝

　活用されていない空き地などの取引を仲介する地域の法
人主に自治体や地域の自治会、宅建業者、行政書士や司法
書士などで構成される組織。管理不全で空き地になってい
る土地を、所有者に提案
して登録してもらったり、
草木の伐採や建物の除去
など適切に管理した上で、
希望者に情報提供したり
するなど取引をマッチン
グする役割を担う。

［Word］　ランドバンク

ローカルファーストな
まちづくり３要素

コンパクト
自動車中心から歩行者中心のまち

ウォーカブル
居心地が良く歩きたくなるまち

サステナブル
維持・持続が可能なまち

スマートシティの概念図（内閣府資料から）
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令和４年度事業計画

　ウィズコロナ社会に対応するため会員事業所の事業
継続と事業再構築について、中小企業診断士等専門家
と連携して経営相談の充実を図り、積極的に会員事業
所にアプローチし、課題を共有しながら伴走型の支援
を強化します。
　デジタル技術の活用による生産性向上や付加価値の
向上、販路拡大等に取り組む会員事業所とともに課題
を解決する伴走型支援をより一層充実し、SNSなどを
通じて様々な情報を迅速にお届けします。
　また、事業者の生の声を国・県・市へ届ける政策提
言・要望活動を実施するとともに、感染症や頻発する
自然災害に対応するため、自治体や関係機関と幅広く
連携し、BCP（事業継続計画）策定支援等を通じた事業
継続力の強化に取り組みます。

［主な重点・新規事業］
・�新型コロナウイルス対策支援に係る個別経営相談体
制の強化
・�新型コロナウイルス対策支援に係る中小企業診断士
等専門家と連携した伴走型支援の充実
・�ウィズコロナに向けた新分野展開など事業再構築へ
の支援
・�デジタル技術の活用による生産性や付加価値の向上
および販路拡大への支援
・�「ランチで食うポン」「酒類提供飲食店応援クーポン事
業」の充実および参加飲食店への伴走型支援の充実
・�会員事業所応援事業（「福エール賞」「こだわる食のお
店推奨キャンペーン」）の実施
・�感染症を含めた自然災害リスクに対応するための「事
業継続力強化計画」の策定支援

（１）コロナ禍の克服に向けた会員事業所の支援 （2）福島駅周辺を核とするにぎわいづくり

　会員事業所を取り巻く経営環境は、新型コロナウイルス感染症の拡大・長期化、供給制約や石油・原材料の高 騰による収益の悪化に加えて、国際紛争による世界経済への影響が懸念されるなど先行きは厳しい見通しです。
　福島商工会議所は、会員事業所の発展と地域の活性化のため、「足腰の強い『健都ふくしま』を目指して」を基 本理念に掲げ、令和４年度は「会員に寄り添い、地域で支える」「新たに挑戦する会員への支援」の年間テーマの下、
（１）コロナ禍の克服に向けた会員事業所の支援、（２）福島駅周辺を核とするにぎわいづくり、（３）広域連携の推 進、（４）会員満足度の向上を４つの柱に据えて各種事業を現場主義に基づいて着実に実行してまいります。

足腰の強い「健都ふくしま」を目指して 「会員に寄り添い、地域で 支える」「新たに挑戦する会員への支援」

　令和４年度より福島駅東口地区第一種市街地再開発
事業がスタートすることから、令和８年３月の竣工予
定までの間、いかにして東口駅前のにぎわいを創出す
るかが課題です。
　行政やまちづくり会社、商店街や関係団体との連携
を強化するとともに、学生をはじめとする若者のまち
づくり参画を推進し、中心市街地のにぎわい創出事業
の実施・支援に取り組みます。

［主な重点・新規事業］
・福島駅東口再開発事業への支援・協力
・再開発期間におけるにぎわい創出の施策の検討
・�福島駅東口エリアを核としたエリア一帯のまちづくり
の研究
・福島駅東口エリア一帯でのイベントの展開
・若者のまちづくりへの参画の推進

幅広い世代が楽しめるにぎわいを創出します

デジタル化対応はじめ経営力強化につながるセミナーを随時開催します
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令和４年度事業計画

　東北中央自動車道や４月にオープンする「道の駅ふく
しま」を活用した広域連携の推進をはじめ、JR東日本が
実施する南東北３県指定大型観光キャンペーン（４〜６
月）に連動して福島市の観光資源を積極的にPRします。
　福島わらじまつり、古関裕而、福島ユナイテッドFC
や大相撲大波三兄弟など福島市の元気を全国に発信し、
さらなる交流・関係人口の拡大を図り、地域活性化を
推進します。
　また、本市の課題である人口減少や空き家対策を解
消するために、関係機関と連携を図りながら移住・定
住・２地域居住に関する施策の調査・研究を推進します。

［主な重点・新規事業］
・�東北中央自動車道および「道の駅ふくしま」を活用し
た広域連携の推進
・�南東北３県指定大型観光キャンペーンに連動した観
光資源PR事業への協力
・古関裕而を活用したまちづくりの推進
・福島わらじまつりを活用した地域活性化の推進
・移住・２地域居住に関する施策の調査・研究

（3）広域連携の推進 （4）会員満足度の向上

　会員事業所を取り巻く経営環境は、新型コロナウイルス感染症の拡大・長期化、供給制約や石油・原材料の高 騰による収益の悪化に加えて、国際紛争による世界経済への影響が懸念されるなど先行きは厳しい見通しです。
　福島商工会議所は、会員事業所の発展と地域の活性化のため、「足腰の強い『健都ふくしま』を目指して」を基 本理念に掲げ、令和４年度は「会員に寄り添い、地域で支える」「新たに挑戦する会員への支援」の年間テーマの下、
（１）コロナ禍の克服に向けた会員事業所の支援、（２）福島駅周辺を核とするにぎわいづくり、（３）広域連携の推 進、（４）会員満足度の向上を４つの柱に据えて各種事業を現場主義に基づいて着実に実行してまいります。

令和４年度事業計画が決定「会員に寄り添い、地域で 支える」「新たに挑戦する会員への支援」

　令和３年度に実施した会員満足度調査において、当
所の経営相談で「役に立った」との回答は９割近くあっ
たものの、所報やホームページの閲覧やLINEの登録数
が少ないなど情報発信が弱い面も明らかになったこと
から、調査結果を踏まえて、経営に役立つ情報の迅速
な提供など情報発信力の向上に努めるとともに、経営
指導員のレベルアップを図り、「真に頼られる商工会議
所」を目指します。

［主な重点・新規事業］
・議員改選に合わせた委員会の見直しに関する検討
・組織率40％に向けた会員増強運動の実施
・SNS等を活用した迅速な情報発信力の強化
・�「エール共済」の維持拡大および損害保険各社との連
携による損害保険の加入拡大
・デジタル化の推進による各種業務の改善

SDGs対応への推進・支援

　当所は、SDGs（持続可能な開発目標）への対応を推
進・支援します。
　工業部会をはじめ各部会・委員会においてもSDGs
における実践可能な目標に取り組んで活動してまいり
ます。
　まずはプラスチック使用量の削減を図るため、今月
から毎月お届けしている所報の封筒を紙製にリニュー
アルしました。

福島・相馬・米沢との連携をはじめ
広域連携を推進し、交流・関係人口の増加を図ります

料金後納

ゆうメール

福島商工会議所
LINE公式アカウント

経営に役立つさまざまな助成金やセミナー、
イベントなどの情報をタイムリーに発信‼ 友だち登録はこちらから

当所ホームページ

『所報ふくしま』在中
当所の経営支援メニューや会員サービス情報などを公開中！

福島商工会議所
差出人 〒960-8053　福島県福島市三河南町1-20　コラッセふくしま8階

TEL024-536-5511（代表）　FAX024-525-3566
総務課 TEL024-572-7115／会員サービス課 TEL024-572-7116／総合企画課 TEL024-572-7117
地域振興課 TEL024-572-7118／経営支援課 TEL024-536-3900

社内でご回覧ください

福島商工会議所
ホームページ

企 業 経 営 に 役 立 つ 情 報 が 満 載！

https://www.fukushima-cci.or.jp

ダイヤルイン
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連載・職場のかんたんメンタルヘルス

受
け
止
め
、「
○
○
な
ん
で
す
ね
」と
具
体
的
に

相
手
が
話
し
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
伝
え
返
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
余
計
な
言
葉
を
付
け
加
え

ず
と
も
、
そ
の
ま
ま
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
信

頼
関
係
を
育
み
ま
す
。
そ
の
上
で
こ
ち
ら
の
意

向
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
真
に
分
か
り

合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し

ま
す
。

�

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構
　

�

代
表
理
事
　

　
大
野
　
萌
子

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
せ
ん
か

 
当
所
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業

◇
大
野
　
萌
子
／
お
お
の
・
も
え
こ

　
法
政
大
学
卒
。
一
般
社
団
法
人
日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支

援
機
構（
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
資
格
認
定
機
関
）代

表
理
事
、
公
認
心
理
士
師
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
２
級
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士
。
企
業
内
健
康
管
理
室
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
長
年
の
現
場
経
験
を
生
か
し
た
、
人

間
関
係
改
善
に
必
須
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
分
野
を
得
意
と
す
る
。
防
衛
省
、
文

部
科
学
省
な
ど
の
官
公
庁
を
は
じ
め
、
大
手
企
業
、
大
学
、

医
療
機
関
な
ど
で
５
万
人
以
上
を
対
象
に
講
演
・
研
修
を
行

い
、
机
上
の
空
論
で
は
な
い「
生
き
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
」を
提
供
し
て
い
る
。
著
書
に『
よ
け
い
な
ひ
と
言
を
好
か

れ
る
セ
リ
フ
に
変
え
る
言
い
か
え
図
鑑
』（
サ
ン
マ
ー
ク
出

版
）ほ
か
多
数
。

尊
重
す
る
に
は
、「
私
」目
線
で
な
く
、「
あ
な
た
」

目
線
で
関
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「（
私
に
は
）

分
か
り
ま
す
」（
同
感
）で
は
な
く
、「（
あ
な
た

が
）そ
う
感
じ
る
の
で
す
ね
」（
共
感
）と
い
う
意

識
を
持
つ
こ
と
で
す
。

特
に
、「
あ
な
た
の
た
め
を
思
っ
て
」と
前
置

き
を
す
る
よ
う
な
助
言
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
、
相
手
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
伝
え
た
い
気
持

ち
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
こ
う
し
た
こ
と
が

起
こ
り
や
す
い
の
で
注
意
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

表
面
上
の
会
話
で
分
か
っ
た
つ
も
り
に
な
ら
ず

に
、
相
手
の
気
持
ち
に
耳
を
傾
け
て
し
っ
か
り

「
同
感
と
共
感
の
違
い
を
明
確
に
」

よ
か
れ
と
思
っ
て
発
し
た
ひ
と
言
が
、
相
手

を
不
快
に
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」と
弁
解
し
た
と

こ
ろ
で
、
残
念
な
が
ら
発
し
た
言
葉
は
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
悪
意
は
な
い

の
に
相
手
を
傷
付
け
て
し
ま
う
こ
と
ほ
ど
不
本

意
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン
タ
ル
不
調
を

来
す
最
大
の
原
因
で
も
あ
る
身
近
な
人
間
関
係
。

ふ
と
し
た
ひ
と
言
が
信
頼
関
係
を
壊
し
、
軋あ
つ

轢れ
き

を
生
ん
で
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ポ
イ
ン

ト
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
は
、
誰
し
も
自
分
の
枠
組
み
で
物
事
を
捉

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
人
の
話
を
聞
く
際
に
、

自
分
の
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ「
き
っ
と
こ
う

に
違
い
な
い
」と
い
う
枠
組
み
の
中
で
話
を
聞

き
、発
言
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
さ
も
分
か
っ

た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
発
言
し
や
す
い
の
が
、

「
分
か
り
ま
す
」（
同
感
）「
き
っ
と
○
○
で
す
よ

ね
」（
決
め
つ
け
）「
こ
う
し
た
方
が
絶
対
に
よ
い

で
す
」（
指
示
）と
い
っ
た
、
相
手
を
尊
重
し
て

い
な
い
自
分
本
位
の
関
わ
り
方
で
す
。
さ
ら
に

は
、「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
し
ま
す
」と
自
分
の

話
に
す
り
替
え
て
し
ま
い
や
す
く
始
末
に
負
え

ま
せ
ん
。
相
手
の
話
を
受
け
止
め
て
、
相
手
を

　
当
所
で
は
大
原
綜
合
病
院
と
提
携
し
、
会
員

事
業
所
の
役
員
・
従
業
員
お
よ
び
そ
の
家
族
の

方
を
対
象
に
、
会
員
価
格
の
特
別
料
金
で
人
間

ド
ッ
ク
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
最
新
の
機
器
に
よ
る
充
実
の
内
容
で
、
年
に

一
度
は
カ
ラ
ダ
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま
せ
ん
か
？

対 

象 

者
　�

会
員
事
業
所
の
役
員
・
従
業
員
お

よ
び
そ
の
家
族

定
　
　
員
　�

年
間
１
２
０
名

期
　
　
間
　�

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

健
診
会
場
　�

大
原
綜
合
病
院
健
診
予
防
セ
ン
タ
ー

（
上
町
６
―
１
）

料
金（
税
込
） 　
※
会
員
事
業
所
特
別
料
金

　
日
帰
り
ド
ッ
ク�

３
３
、０
０
０
円

　
日
帰
り
ド
ッ
ク（
婦
人
科
健
診
含
む
）

�

３
５
、２
０
０
円

　
２
日
通
院
ド
ッ
ク�

４
８
、５
０
０
円

申
込
方
法
　
今
月
号
に
同
封
し
た
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
当
所
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
後
日
、
大
原
綜
合
病
院
か
ら
ご

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
合
せ
　
会
員
サ
ー
ビ
ス
課

�

℡
　
５
７
２
―
７
１
１
６

当所の中小企業相談所担当職員から、事業主の方に経営改善やお悩み
解決にお役立ていただくための情報を提供するコーナーです。

こちら中小企業相談所

TEL.024-536-3900

12

こちら中小企業相談所

融資限度額
2,000万円

商工会議所の「マル経融資」
機械備品・車両等の購入、運転資金に。
詳しくは、当所までお問合せください。

無
担
保

無
保
証
人

販路開拓に活用できる補助金がリニューアル！
『令和元年・3年度補正予算 小規模事業者持続化補助金』のご案内
　『小規模事業者持続化補助金』は、小規模事業者が自社の経営を見直し、自らが持続的な経営に向けた経営計画を作成
した上で販路開拓や生産性向上の取り組みを支援する補助金です。当所では、経営計画の作成支援を行っておりますの
で、当補助金を今後の経営にぜひお役立てください。

〔対象者〕　下記に該当する法人、個人事業、特定非営利活動法人が対象
商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く） 常時使用する従業員の数� �5人以下
宿泊業・娯楽業 常時使用する従業員の数� 20人以下
製造業その他 常時使用する従業員の数� 20人以下

〔補助率・補助上限額〕

類　　型 通常枠
特別枠（※新たに設けられました）

賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠 インボイス枠

補�助�率 2/3 2/3
（赤字事業者は3/4） 2/3

補助上限 50万円 200万円 100万円
申請要件 − それぞれの枠には申請要件があります。公募要領をご確認ください。

〔特別枠の概要〕
類　　型 概　　要

賃金引上げ枠 販路開拓の取り組みに加え、事業場内最低賃金が地域別最低賃金より＋30円以上である小規模事業者
卒　 業　 枠 販路開拓の取り組みに加え、雇用を増やし小規模事業者の従業員数を超えて事業規模を拡大する小規模事業者
後継者支援枠 販路開拓の取り組みに加え、「アトツギ甲子園」においてファイナリストに選ばれた小規模事業者
創　 業　 枠 産業競争力強化法に基づく「特定創業支援等事業の支援」を受け、販路開拓に取り組む創業した小規模事業者
インボイス枠 免税事業者であった事業者が、新たにインボイス発行事業者として登録し、販路開拓に取り組む小規模事業者

〔主な補助対象経費〕
　機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費など（車・パソコン等の汎用性が高いものは補助対象外）

〔申請方法・申請受付等スケジュール（予定）〕　※年度内に複数回の申請予定あり
申請手続き 電子申請または郵送
申請受付締切日 2022年6月3日（金）
事業支援計画書交付の受付締切 2022年5月27日（金）
事業実施期間 交付決定日から2023年2月28日（火）
実績報告書提出期限 2023年3月10日（金）

〔お問合せ〕　公募要領等の詳細は、以下のホームページからご確認ください。
　　　　　　事務局HP　https://r3.jizokukahojokin.info/　℡�03-6632-1502（補助金事務局）

注）�補助金は要件を満たした方がす
べて補助されるわけではありま
せん。申請内容の評価の高い順
に採択者が決まります。

当所の支援によりこれまでこんな採択事例がありました！（事例はすべて通常枠）
・顧客満足度を上げるため、店舗の改修工事とメニュー変更による広報物の作成（飲食店）
・新規顧客獲得に向けた看板の設置と折込チラシ・パンフレットの作成（建設業）
・新たなサービスをPRするためのホームページの作成（サービス業）

福島商工会議所�中小企業相談所（経営支援課）�℡�024-536-3900小規模事業者持続化補助金
はじめ各種経営のご相談は
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福島商工会議所女性会 圓・青年部トピックス

まどか

福
島
商
工
会
議
所

女
性
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク

「
圓（
ま
ど
か
）」に

込
め
ら
れ
た
想
い

ご
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
?!

女
性
会 

会
員
募
集
中

上
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
漢
字
に
お
気
づ
き

で
す
か
。

　
旧
字「
圓
」の
草
書
体
で
す
。
福
島
商
工
会
議

所
女
性
会
で
は
、
圓
→
円
→〝
ま
ど
か
〟と
読
ん

で
い
ま
す
。

　「
円
な
る
和
の
心
を
持
ち
、
魅
力
あ
る
会
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
い
う

当
会
の
指
針
の
一
文
字
で
す
。

　
女
性
会
が
10
周
年
を
迎
え
た
平
成
２
年
４
月

に
初
の
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の
表
題

に「
圓
」と
大
先
輩
が
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
女
性
会
の
刊
行
物
に
は〝
円
・

ま
ど
か
〟と
掲
げ
て
い
る
の
で
す
。

　
内
外
の
厳
し
い
経
済
状
況
下
、
女
性
の
き
め

こ
ま
や
か
な
発
想
と
活
力
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
推
進
力
と
会
員
の
絆

島
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
会
員
を
募

集
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

◇
ご
入
会
い
た
だ
け
る
方

　
福
島
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る
法
人
・
団

体
の
女
性
代
表
者
・
役
員
の
方
。

　
個
人
企
業
で
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
女
性
の
方
。

◇
主
な
活
動

　
会
員
は
３
つ
の
委
員
会（
総
務
・
事
業
・
地
域

活
性
）の
１
つ
に
所
属
し
、
年
間
計
画
に
沿
っ
て

活
動
し
ま
す
。

・
定
例
会
…
毎
月
１
回

・
委
員
会
…
活
動
内
容
に
よ
り
随
時

こ
の
ほ
か
に

・
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
へ
の
参
加
協
力

・
バ
ザ
ー
開
催
に
よ
る
福
祉
事
業
参
加

・�

女
性
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
講

演
会
、
研
修
会
の
開
催

・
女
性
起
業
家
の
支
援

・�

納
涼
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
親
睦
事
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

◇
会
員
数
　
43
名

◇
年
会
費
　
２
万
４
千
円

◇
お
問
合
せ
　
会
員
サ
ー
ビ
ス
課

�

℡
０
２
４
―
５
７
２
―
７
１
１
６

右

福

創立10周年記念誌の表紙に
掲げられた「圓」。福島市南郊
の満願寺方丈欄間に掲げられ
ている山岡鉄舟の書から拝写
させていただいたものです。

青
年
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

U
RL��http://w

w
w
.fyeɡ.jp/

令和４年度新体制がスタート!!

和
４
年
４
月
20
日（
水
）に

第
38
回
通
常
総
会
を
ザ
・

セ
レ
ク
ト
ン
福
島
に
て
開
催
致
し

ま
す
。 令

　
福
島
商
工
会
議
所
青
年
部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）で
は
、

左
記
の
全
体
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
野
地
利
彦
会
長

と
令
和
４
年
度
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

を
深
め
て
い
く
心
が〝
ま
ど
か
〟な
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
も
商
工
会
議
所
の
目
的
に
沿
っ

て
会
員
一
同
楽
し
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　2009（平成21）年に福島商工会議所青年部（YEG）に
入会させて頂いてから12年が経過しました。
　振り返りますとこの活動期間は本当に激動の12年で
ありました。
　2011（平成23）年の東日本大震災、2020（令和２）
年の東京オリンピック・朝ドラエールを含めた古関事
業、そして現在にまで至るコロナ禍というパンデミック。
　入会から現在に至るまで、様々な状況をその時代時
代の会員メンバーの皆様と共に悩み、相談し、励まし
合い、感動を分かち合ってきました。それは活動時期

か激動であったればこそ、さらに濃密であったと思います。
　福島YEGの最大の魅力は、互いを認め合うところだと私は思っております。
相手の立場に立って物事を考える力があるからこそ、この稀有な時代を共に乗
り越えて活動してくることができたのだと思います。
　それが今、未曾有のパンデミックにより、相互理解を深められるコミュニ
ケーションの機会が奪われてしまいました。次にまた何が起こりうるか分から
ない時代だからこそ、改めて「互いを認め合うこと」、「相手の立場に立って物
事を考えること」の大切さを自覚し、次代への先導者としての責任として、こ
の土台づくりを一年間、皆様と共に築き上げていきたいと思っております。
　いつの日かの福島YEGを取り戻し、どんな有事にも揺るがないさらに進化
した新しい福島YEGを目指して、共に楽しい福島YEG活動を進めてまいりま
しょう。

【全体テーマ】 「共存共栄」
～共に認め、共に考え、共に進もう～

令和４年度会長
野地　利彦
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日
本
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に
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当
所
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記
の
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（
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・
財
政
基
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こ
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◎
事
業
活
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表
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症
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ク
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中
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業
へ
の
共
同
接
種
の
実
施
）

3月

28日

令和４年度人事異動のお知らせ
◇人事異動（令和４年４月１日付）

氏　名 新役職名 旧役職名
高橋　丈晴 総合企画部�参事兼総務課�課長 事業推進部�地域振興課�課長
今野　秀幸 事業推進部�参事兼経営支援課�課長 事業推進部�経営支援課�課長
佐藤　謙二 事業推進部�地域振興課�課長 総合企画部�総合企画課�課長
勝瀬　晴宣 総合企画部�総合企画課�課長 事業推進部�経営支援課�主幹
村山　功一 事業推進部�地域振興課�課長補佐 事業推進部�経営支援課�課長補佐
小坂　剛弘 事業推進部�経営支援課�課長補佐 事業推進部�経営支援課�係長
国分　沙織 事業推進部�経営支援課�係長 総合企画部�総務課�係長
本田　文香 総合企画部�総務課�主査 事業推進部�地域振興課�主査
片平　宗之 事業推進部�経営支援課�主査 総合企画部�総務課�主査

◇新規採用（令和４年４月１日付）
氏　　名 配置先・役職名
安達　和久 業務統括
佐藤　有香 総合企画部�総務課�主事
渡辺　　渉 事業推進部�地域振興課�主事

◇退職（令和４年３月31日付）
氏　　名 旧役職
引地　裕樹 総合企画部�参事兼総務課�課長
池田　　寛 事業推進部�経営支援課�主査

新入職員のご紹介　この春、新たな職員が当所に仲間入りしました。よろしくお願いいたします。
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趣
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と
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全 国 商 工 会 議 所

あなたの会社が「業務災害補償プラン」に加入していれば!

多様化・複雑化の傾向にある「労災事故」から会員企業も従業員もお守りします。

会員企業には… 資金繰りに影響を与えること無く、
高額な損害賠償金が支払い可能に!

従業員には… パート・アルバイトを含む
全従業員を包括補償で安心!

うつ病による自殺、
過労死などによる
労災認定件数が

増加

1億円を超える
高額な賠償事例が 発生

短期間労働者、パート、
アルバイト、派遣社員等
非正規雇用労働者の

増加

2014年
労働安全衛生法改正で
企業の安全配慮義務の

厳格化

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。
●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。
●保険の内容は各保険会社のパンフレットをご覧ください。詳細は契約者である団体の代表者の方にお渡ししてあります保険約款によります。

商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。

本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービスが日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

業務災害補償プラン
●全国商工会議所のスケールメリットによる団体割引などが適用された保険料
　（一般加入と比べ約半額の掛金水準）

●労災賠償に備える「使用者賠償責任保険」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能
政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任保険は給付決定後の支払いになります）。

●派遣、委託作業者のほか、下請負人の補償にも加入可能
●政府労災で認定された業務・通勤による精神障害、脳・心疾患などの疾病（新型コロナウイルス感染症含む）や自殺などを補償

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[業務災害総合保険]　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険]
三井住友海上火災保険株式会社[業務災害補償保険]　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ業務災害補償保険（業務災害補償保険）]
大同火災海上保険株式会社社（2020年10月補償開始）[業務災害補償保険]

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P
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感染症
による
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補償

2021年10月作成　21-T03556

個人・法人の情報漏えいリスクに備えるなら

情報漏えい賠償責任保険制度
～サイバーリスク補償型
●サイバー攻撃等の際の対応費用を手厚く補償
●見舞金・見舞品購入費用も補償
●海外で訴訟提起された損害賠償請求も補償（※1）
　  ※1プレミアムプランで対象となります。IT業務の遂行に起因する事故の場合には、保険適用地域は日本国内となります。

●商工会議所のスケールメリットと加入者ごとのセキュリティ状況を反映した保険料水準（※2）
　  ※2団体割引20%＋「割引確認シート（SECURITY ACTION自己宣言（IPA）の有無等）」のご回答に応じ最大60%割引＝最大68%割引まで適用可能

●IT業務も行う事業者向けオプションとして、「IT業務特約」もご用意
●「標的型メール訓練サービス」をご提供

サイバーセキュリティ対策が不十分な環境での作業が増え
情報漏えいリスクが益々高くなっています!

テレワークの
導入により…

! サイバーリスクは「すべての事業者」が抱えるリスクであり
経済的損失に備えることも重要な対策です !

機密情報の有無
にかかわらず…

!

テレワー
クの

リスクも

補償

本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービスが日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

引受損害保険会社
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社
東京海上日動火災保険株式会社

共栄火災海上保険株式会社
大同火災海上保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社（事務幹事会社）

お問い合わせ先
各地商工会議所
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●一部の商工会議所では、本制度を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。
●本募集広告は制度概要を示したものです。詳しくは、お近くの商工会議所にご確認ください。
●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。

[専門事業者賠償責任保険]

全 国 商 工 会 議 所

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。
●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。

商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。

本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービスが日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

全国商工会議所
ビジネス
総合保険制度

スッキリ!
・

補償の
重複がない!

・
ご契約手続きを
一本化!

従来の
保険契約

モレやダブリが
ないか不安
・

ご契約手続きが
保険ごとに必要

財産補償

施設賠償責任保険 動産総合
保険

機械保険

事
工

険
保

休業補償

PL保険

ビジネス総合保険制度
ここがおすすめ
●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブ
リを解消し、一本化して加入可能
●賠償責任（PL、リコール、情報漏えい、サイバー、施設・事業
遂行等）リスクを総合的に補償
●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のため
の資金を確保
●全国商工会議所のスケールメリットによる割安な保険料水準
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し
●保健所指示などによる新型コロナウイルス感染症の消毒費
用および消毒に伴う営業休止にかかる損失を補償

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険]　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険]
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険]　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険]

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

2021年10月作成　21-T03556

 新  型 
 

コロナウ
イルス

感染症
による

リスク
も

補償

休業に関する
補 償

福島商工会議所からのお知らせ

　当所では、令和４年４月から東京海上日動火災保険㈱福島支社様との連携により、標記認定制度による団体補
償制度（損害保険制度）の加入推進を開始します。
　この団体補償制度（損害保険制度）は、商工会議所会員の経営リスクの担保および同会員の従業員等の福利厚生
の充実を目的としており、会員事業所であれば保険料の割引が適用となります。
　今回、東京海上日動火災保険㈱福島支社様から推薦された代理店が、団体補償制度のご説明にお伺いしますの
で、ぜひこの機会にご加入をお願いいたします。

団体補償制度（損害保険制度）代理店認定制度による加入推進を始めます

本件に関するお問合せ　会員サービス課　℡ 024−572−7116（直通）

相馬・米沢広域観光情報
　東北中央自動車道の全線開通に向けて長年取り組んできた福島・相馬・米沢の３商工会議
所では、３都市間の交流人口の拡大を図るため、各市のイベントや旬の情報を紹介しています。
　お出掛けの際は最新情報をチェックし、各施設等の新型コロナウイルス感染症防止策に
従ってください。

祝！ 東北中央自動車道　相馬～福島～米沢 全線開通
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相馬・米沢広域観光情報
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「いちご狩り」にお越しください！
　和田観光いちご園のいちご狩りが始まりました。朝
採りの新鮮ないちごも多品種直売しています。（売り切
れもありますので先ずお電話を）。

※�新型コロナウイルス感染症の影響により来園が困難な
方に向け、地方発送も可能ですのでお問合せください。
　�また、ハウスの中でバーベキューもできます。ご家族
でお越しください！

いちご狩り　30分食べ放題（10：00〜16：00）
入　園　料　※小学生未満半額、団体割引25名様以上
　　　　　　・１/16〜４/３　1,600円
　　　　　　・４/ ４〜５/ ８　1,300円
　　　　　　・５/９〜５/31　1,000円
■お問合せ　和田観光苺組合
　　　　　　☎0244-36-5535（10：00〜16：00）

2022年
米沢上杉まつり開催予定！

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大で２年間中止
が続いた米沢の春の風物詩「米沢上杉まつり」。今年は
十分な感染対策を講じたうえで、４月29日（金・祝）〜５
月３日（火・祝）の期間で開催いたします。
■主なイベント
①開幕祭�―まつりの開幕を飾る祭典―
　日時：４月29日（金・祝）�　会場：伝国の杜周辺
②武禘式�―戦勝祈願、上杉謙信公出陣の儀式―
　日時：５月２日（月）�　会場：伝国の杜前広場
③上杉行列・川中島合戦�ー戦国史上最大の死闘今ここにー
　日時：５月３日（火・祝）�　会場：市内、松川河川敷
■期　間　４月29日（金・祝）〜５月３日（火・祝）
■会　場　市内一円
■Ｈ　Ｐ　http://uesugi.yonezawa-matsuri.jp
■その他　最新情報は公式HPよりご覧ください。
※�新型コロナウイルス感染拡大等の影響による実施内
容の変更や中止などの情報も随時更新いたします。
■お問合せ　米沢上杉まつり実行委員会
　　　　　　☎0238-22-9607

相馬 米沢

　福島商工会議所は福島ユナイテッド
FCを応援しています。皆様もご一緒に
スタジアムでエールを送りましょう！

今後のホームゲーム
４月17日（日）13：00 vs SC相模原
５月４日（水・祝）16：00 vs いわきFC
両試合とも
とうほう・みんなのスタジアムで開催
新型コロナウイルスの影響
等により試合日程は変更の
可能性があります。
福島ユナイテッドFC
公式ホームページ

2022明治安田生命J3リーグ
ガンバレ！ユナイテッドFC！


